
第
４
回
・
馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会
開
催
ご
案
内 

 
今
年
も
余
日
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
機
嫌
よ
く
お
過
ご
し
の
こ

と
存
じ
ま
す
。
本
年
一
月
十
六
日
、
第
一
回｢

馬
町
爆
撃
を
語
ろ
う
会｣

開
催
、
二
日
目

以
後
は
「
語
り
継
ぐ
会
」
と
改
称
し
、
皆
様
の
ご
熱
心
な
お
力
添
え
で
、
第
三
回
目
ま

で
開
催
で
き
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
そ
の
三
回
目
で
、
十
一
月
頃
に｢

第
４
回
の
開
催｣

と
お
話
い
た
し
ま
し
た
が
、

会
場
に
使
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
た
元
東
山
小
学
校
が
、
来
年
度
か
ら
京
都
市
立
白
河
総

合
養
護
学
校
分
校
と
な
る
工
事
の
関
係
で
、
同
封
別
紙
の
日
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ご
了
承
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

そ
の
四
回
目
は
、
本
年
同
様
、
六
八
年
前
、
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
日
に
被
爆
し
た
地
、

旧
修
道
小
学
校
で
、
爆
撃
で
お
亡
く
な
り
な
っ
た
被
爆
者
の
方
々
へ
の
慰
霊
の
お
気
持

ち
を
重
ね
て
開
催
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

あ
の
爆
撃
は
、
京
都
市
で
最
初
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
、

同
十
五
日
の
大
阪
大
空
襲
よ
り
二
ヶ
月
ほ
ど
前
に
有
り
ま
し
た
。 

沖
縄
も
無
傷
、
広
島
、
長
崎
も
昔
の
ま
ま
の
日
で
し
た
。
当
日
の
京
都
の
風
向
き
風
速

次
第
で
は
、
僅
か
し
か
離
れ
て
い
な
い
、
今
や
世
界
遺
産
の
清
水
寺
、
モ
ッ
ト
近
い
妙

法
院
、
智
積
院
、
博
物
館
が
爆
弾
で
破
壊
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

戦
時
中
は
、
軍
の
緘
口
令
。
戦
後
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
京
都
の
歴
史
的
価
値
で
、
目

標
か
ら
除
外
」
の
情
報
が
流
さ
れ
爆
撃
は
隠
さ
れ
、
日
本
中
が
そ
の
情
報
を
鵜
呑
み
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
馬
町
爆
撃
の
被
害
は
他
と
比
べ
て
極
小
さ
い
も
の

で
す
が
、
大
き
な
教
訓
を
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。 

歴
史
に｢

も
し｣

は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
も
し
」
を
伝
え
る
か
、
伝
え
な

い
か
で
大
き
な
差
が
出
る
こ
と
を
、
東
日
本
大
震
災
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

馬
町
爆
撃
を
「
も
し
」
と
し
て
、
子
々
孫
々
に
伝
え
継
ぐ
こ
と
が
極
め
て
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
私
達
は
、
被
爆
さ
れ
た
方
々
の
慰
霊
と
、
爆
撃
の
事
実
を｢

語
り
継
ぐ｣

た
め
に
、
本
年
と
同
様
、
そ
の
日
、
そ
の
場
所
で
「
集
ま
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

厳
寒
の
時
期
で
す
が
、
是
非
、
多
く
の
方
々
に
お
声
か
け
を
賜
り
、
共
に
ご
参
加
を
戴

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 

馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

濱
田
健
二 

 

文
責
・
世
話
役
・
酒
谷
義
郎 



開
催
日
時

：
平
成

25
年
1
月
16
日
（
水
）

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
45
分

場
所
：

前
回
と
同
場
所

元
東
山
小
学
校
図
書
室･

FAX075-561-3397

（
渋
谷
通
東
大
路
東
入
）

市
バ
ス
：
馬
町
下
車･
東
1
分

会
の
次
第

1
：
会
長
挨
拶

馬
町
爆
撃
の
犠
牲
者
追
悼
黙
祷

２
：
現
在
ま
で
の
経
過
報
告

３
：
参
加
の
方
々
の
ご
発
言

４
：
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
」
と

今
後
の
「
会
運
営
に
つ
い
て
」

５
：

そ
の
他

平
成
24
年
12
月
25
日

馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会

会
長

濱
田
健
二

修
道
自
治
連
合
会
会
長

事
務
担
当
世
話
役

酒
谷
義
郎

お

願

い

集
会
で
は
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
の
ご
発
言

を
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
爆
撃
当
時
の
こ
と
を
ご
存
知
の
方
。

些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
尋
ね
に

参
上
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
当
時
の
資
料
や
写
真
を
お
持
ち
方
は

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

③
資
料
な
ど
の
録
音
テ
ー
プ
を
文
に
PC
で
文
に

起
こ
す
作
業
能
力
不
足
で
困
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
る
方
（
無
償
）
を
探
し
て

い
ま
す
。

④
こ
の
会
の
こ
と
を
ご
近
所
や
お
知
り
合
い

に
お
話
く
だ
さ
い
。

⑤
お
問
い
合
せ
先

:

元
東
山
小
学
校
FAX0

7
5
-5
6
1
-3
3
9
7

又
は

、
事
務
担
当
世
話
役

酒
谷
義
郎

FAX
：075-561-9821

：
℡
：0

7
5
-5
6
1
-7
9
7
4

：

※
電
話
は
営
業
用
で
す
。
出
来
る
だ
け
FAX
又
は
E
メ
ー
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
れ
ば
、
後

ほ
ど
当
方
か
ら
お
電
話
を
お
入
れ
し
ま
す
。

第
4
回
・
馬
町
爆
撃
を
語
り
継
ぐ
会

開
催
の
ご
案
内

爆撃をした飛行機と同型Ｂ29爆撃の直近地にある

清水寺

被爆した京都女専

(現京女大）校舎

馬町爆撃ホームぺ―ジ
試作中近日完成予定
http://www.ma5.

fiberbit.net/umamachi/

資料提供下さい！Eメール
yosirou@sosake.jp



２０１２年７月２５日現在

第３回：馬町爆撃を語り継ぐ会：
参考資料 京都空襲に関する出版物

書名：かくされた空襲 著者：（編集者）京都空襲を記録する会(編）
出版社：汐文社 京都市下京区七条河原町西南角
発行年月日：１９７４年(昭和４９年４月２０日初版発行）
参考事項：死亡者の氏名年齢記載有り
京都府立総合資料館。京都市中央図書館

書名：日本の空襲（六）近畿編 著者：日本の空襲編集委員会・第六巻責任編
集君本昌久
出版社：㈱三省堂
発行年月日：１９８０年(昭和５５年４月１５日初版）
参考事項：京都府全域の空襲の詳細、被害一覧表あり

書名：語り伝える京都の戦争（２）京都空襲
著者：久津間保治【京都新聞社編集委員兼論説委員）
出版社：ＫＫかもがわ出版
発行年月日：１９９６年(平成８年１０月２５日第一刷出版）
参考事項：１９９５年４月～１９９５年９月１５日まで京都新聞連載の

「防人の詩・銃後編」を加筆訂正のうえまとめられたもの）

書名：日本の古都はなぜ空襲を免れたか
著者：吉田守男 大阪樟蔭女子大学教授
出版社：朝日新聞社（朝日文庫）
発行年月日：２００２年(平成１４年８月１日初版）
参考事項：

新聞記事コピー新聞名：毎日新聞 平和をたずねて 広岩近広
京都空襲 古都が震えた日

①西陣の街襲ったＢ２９ ②語り部のイチョウ大樹
③消えない怒りと恐怖 ④情報統制で周知度低く
⑤政治 判断で原爆落とさず

提供者 京都へ疎開していた７福田輝彦様

書籍部分コピー：高山義三氏著「わが八十年の回顧」戦時中の思い出
Ｐ１３３ 京都で唯一の被爆地となる

提供者 京都へ疎開していた７福田輝彦様

元上馬町住人 松浦様

：史料京都の歴史１０：東山区修道学区
Ｐ467 ６３ 京都女子学園五十で小史：抜粋

：決戦非常日記：須賀高賢 当時東山中学校長
提供者 元修道学区住人 富田 元本は不明

写真データー ：馬町爆撃被爆現場 記録写真：14枚


